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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期

第２四半期連結
累計期間

第93期
第２四半期連結
累計期間

第92期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

営業収益（百万円） 4,231 3,796 8,040

経常利益（百万円） 406 289 652

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
120 △265 395

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
132 △320 636

純資産額  （百万円） 15,758 15,655 16,118

総資産額  （百万円） 37,956 37,881 36,779

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）   （円）

7.55 △16.65 24.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 41.5 41.3 43.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
921 1,155 1,105

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△863 △2,067 183

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,233 1,144 △2,409

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,607 1,893 1,661

　

回次
第92期

第２四半期連結
会計期間

第93期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）   （円）

1.20 △22.59

（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 　　 ２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

　　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、物流業界においては、貨物取扱量および

貨物保管残高は前年同期を下回る低い水準で推移しましたが、賃貸物流施設の空室率は、堅調な需要と逼迫した需給

バランスが続き、更に改善して推移いたしました。また、不動産業界においては、都心部における賃貸オフィスビルの

空室率は需給バランスの改善傾向により若干低下しつつあるものの賃料水準は低下傾向が続いていることや、賃貸マ

ンション市況も軟化傾向が続くなど、依然として厳しい状況で推移いたしました。

　このような状況下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収益につきましては、前年度に

連結子会社の全株式を譲渡し連結対象外となったこと等により、前年同期比434百万円減収(△ 10.3%)の3,796百万円

となりました。また、営業利益は前年同期比59百万円減益(△ 12.4%)の416百万円、経常利益は前年同期比117百万円減

益(△ 28.8%)の289百万円となり、四半期純損益は投資有価証券評価損を計上したこと等により、前年同期比386百万

円減益の265百万円の損失となりました。 

　

当社グループのセグメント別の業績は、次のとおりであります。

①物流事業

物流事業におきましては、貨物取扱量の減少や物流合理化による影響があったものの、神戸みなと倉庫（賃貸物

流施設）の満室稼働に伴う収益寄与および業務効率化による費用削減効果もあり、営業収益は前年同期比120百万

円増収(＋7.5%)の1,718百万円、セグメント利益は前年同期比159百万円増益の109百万円となりました。　

②不動産事業

不動産事業におきましては、アパートメンツタワー勝どきによる収益貢献があったものの、賃貸オフィスビルの

減収影響や賃貸マンション市況の軟化等の影響により、営業収益は前年同期比219百万円減収(△ 10.1%)の1,960百

万円、セグメント利益は前年同期比223百万円減益(△ 23.8%)の715百万円となりました。

③その他

前年度、平成23年７月１日付にて連結子会社の全株式を譲渡し連結対象外となったこと等により、営業収益は前

年同期比336百万円減収(△ 74.1%)の117百万円、セグメント損益は前年同期比30百万円減益の５百万円の損失とな

りました。

　　　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して232百万円増加し、1,893

百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果として得られた資金は、1,155百万円となりました。これは主

として、非資金損益項目である減価償却費597百万円、投資有価証券評価損319百万円等によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果として使用した資金は、2,067百万円となりました。これは主

として、所有地再開発への投資（「（仮称）Co-12計画」（東京都中央区）／平成25年７月竣工予定）および既存

施設への修繕投資による支出等によるものです。　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

  当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果として得られた資金は、1,144百万円となりました。これは主

として、借入金の増加等によるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　　

　

（４）研究開発活動 

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行
数（株）

（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,200,000 18,200,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数100株

計 18,200,000 18,200,000 － －

 　

　 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

  

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)
　　　

資本準備金残
高（百万円）

 平成24年７月１日～

平成24年９月30日 
－ 18,200,000 － 2,767 － 2,238
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

松岡冷蔵株式会社　 東京都港区港南５－３－23　 1,002 5.51

乾汽船株式会社　 東京都中央区日本橋本町１－７－４　 1,000 5.49

乾　民治　 東京都中央区　 895 4.92

東京海上日動火災保険株式会社　 東京都千代田区丸の内１－２－１　 793 4.35

王子製紙株式会社　 東京都中央区銀座４－７－５　 780 4.28

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿１－28－１ 780 4.28

みずほ信託銀行株式会社　 東京都中央区八重洲１－２－１　 677 3.72

株式会社三井住友銀行　 東京都千代田区丸の内１－１－２　 666 3.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 520 2.85

CREDIT SUISSE SEC(EUROPE)LTD PB SEC

INT NON-TR CLIENT

（常任代理人　クレディ・スイス証券株

式会社）　

ONE CABOT SQUARE LONDON E14 4QJ,UK　

（東京都港区六本木１－６－１）　
448 2.46

計 － 7,563 41.55

（注）当社は自己株式2,241,580株を所有しておりますが、上記大株主から除外しております。

　　　　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  2,241,500 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式   15,954,200     159,542　 同上

単元未満株式 普通株式 　　   4,300 － －

発行済株式総数            18,200,000 － －

総株主の議決権 －     159,542 －
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

イヌイ倉庫株式会社
東京都中央区勝どき　　　　１

－13－６
2,241,500－ 2,241,500 12.32

計 － 2,241,500－ 2,241,500 12.32

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,661 1,893

営業未収金 536 514

その他 498 300

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 2,694 2,707

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,373 11,905

土地 1,080 1,270

信託建物及び信託構築物（純額） 5,587 5,445

信託土地 3,935 3,935

建設仮勘定 64 1,931

その他（純額） 384 341

有形固定資産合計 23,425 24,829

無形固定資産 157 129

投資その他の資産

投資有価証券 9,669 9,261

その他 832 953

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 10,501 10,214

固定資産合計 34,084 35,173

資産合計 36,779 37,881
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 324 388

短期借入金 3,680 3,480

1年内返済予定の長期借入金 4,081 4,004

未払法人税等 11 22

賞与引当金 91 90

固定資産撤去費用引当金 － 34

その他 439 631

流動負債合計 8,627 8,651

固定負債

長期借入金 8,722 10,379

退職給付引当金 103 111

受入保証金 1,949 1,895

長期前受収益 699 699

その他 557 488

固定負債合計 12,033 13,574

負債合計 20,660 22,225

純資産の部

株主資本

資本金 2,767 2,767

資本剰余金 2,699 2,699

利益剰余金 11,233 10,823

自己株式 △1,218 △1,218

株主資本合計 15,481 15,072

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 637 582

その他の包括利益累計額合計 637 582

純資産合計 16,118 15,655

負債純資産合計 36,779 37,881
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業収益 4,231 3,796

営業原価 3,350 3,035

営業総利益 881 761

販売費及び一般管理費 ※1
 405

※1
 344

営業利益 476 416

営業外収益

受取配当金 51 43

その他 28 41

営業外収益合計 79 85

営業外費用

支払利息 120 103

シンジケートローン手数料 － 90

その他 27 19

営業外費用合計 148 213

経常利益 406 289

特別利益

保険解約返戻金 14 20

その他 0 0

特別利益合計 14 20

特別損失

投資有価証券評価損 51 319

割増退職金 － 134

減損損失 40 172

固定資産撤去費用引当金繰入額 67 34

その他 22 67

特別損失合計 181 728

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

239 △418

法人税、住民税及び事業税 148 13

法人税等調整額 △29 △165

法人税等合計 118 △152

四半期純利益又は四半期純損失（△） 120 △265
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 120 △265

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3 △54

持分法適用会社に対する持分相当額 8 0

その他の包括利益合計 11 △54

四半期包括利益 132 △320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 132 △320

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

239 △418

減価償却費 635 597

減損損失 40 172

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） 67 34

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6 7

賞与引当金の増減額（△は減少） △20 △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

受取利息及び受取配当金 △52 △47

支払利息 120 103

シンジケートローン手数料 － 90

持分法による投資損益（△は益） 58 18

投資有価証券評価損益（△は益） 51 319

関係会社株式売却損益（△は益） 15 －

固定資産除却損 1 33

固定資産撤去費用 － 33

割増退職金 － 134

保険解約損益（△は益） △14 △20

売上債権の増減額（△は増加） △16 21

仕入債務の増減額（△は減少） △29 59

前払費用の増減額（△は増加） 16 28

未払費用の増減額（△は減少） △5 8

前受収益の増減額（△は減少） 25 △8

未払又は未収消費税等の増減額 55 1

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 33 △53

その他 △44 △25

小計 1,185 1,090

利息及び配当金の受取額 52 47

利息の支払額 △119 △101

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △196 118

営業活動によるキャッシュ・フロー 921 1,155

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △838 △2,140

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△39 －

保険積立金の解約による収入 14 73

その他 1 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △863 △2,067
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △100 △200

長期借入れによる収入 － 2,510

長期借入金の返済による支出 △988 △1,019

配当金の支払額 △143 △143

その他 △1 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,233 1,144

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,175 232

現金及び現金同等物の期首残高 2,782 1,661

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,607

※1
 1,893

EDINET提出書類

イヌイ倉庫株式会社(E04288)

四半期報告書

14/21



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。 

 

 

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響

は軽微であります。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　   該当事項はありません。

　

　　  

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

該当事項はありません。　

　　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務に準じる債務

  連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債務保証（債務保証と実質的に同一であると解釈されるも

の）を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

かちどきＧＲＯＷＴＨ　ＴＯＷＮ㈱ 3,584百万円 かちどきＧＲＯＷＴＨ　ＴＯＷＮ㈱ 3,448百万円

計 3,584 計 3,448

 

２．コミットメント期間付タームローン契約

  当社は、所有地再開発（「（仮称）Co-12計画」（東京都中央区）／平成25年７月竣工予定）にかかる建設資

金の効率的な調達を行うため、取引銀行とシンジケート方式によるコミットメント期間付タームローン契約を締

結しております。コミットメント期間付タームローン契約にかかる借入未実行残高は次のとおりであります。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

コミットメント期間付

タームローンの総額
－百万円 　 6,000百万円

借入実行残高
－　　　　　　　　　　

　
　 2,100

差引額 － 　 3,900

 

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給料手当 97百万円 80百万円

賞与引当金繰入額 26 25

退職給付費用 9 9
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 1,607百万円 1,893百万円

現金及び現金同等物 1,607 1,893

 

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 143 9 平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月8日

取締役会
普通株式 143 9 平成23年９月30日平成23年12月12日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 143 9 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月６日

取締役会
普通株式 143 9 平成24年９月30日平成24年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

物流
事業

不動産
事業

計

営業収益   　  　 　  

外部顧客に対する

営業収益
1,598 2,179 3,777 453 4,231 － 4,231

セグメント間の営業収益

又は振替高
0 57 57 4 62 △62 －

計 1,598 2,236 3,835 458 4,293 △62 4,231

セグメント利益

又はセグメント損失（△）
△50 938 888 24 913 △437 476

　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ボウリング場の運営事業及び

システム開発関連事業であります。

２．セグメント利益の調整額△437百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに配分し

ない全社費用△437百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　システム開発関連事業を営む㈱イヌイシステムズの全株式を平成23年７月１日付で譲渡したことにより、同社

は当第２四半期連結会計期間より連結対象外になります。このためその重要性を鑑みて、第１四半期連結累計期

間よりシステム開発関連事業セグメントは報告セグメント外とし、「その他」に含めて表示しております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）　

　物流事業において、固定資産について減損損失を計上いたしました。この結果、第２四半期連結累計期間での物

流事業の資産の減少は40百万円となっております。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

物流
事業

不動産
事業

計

営業収益   　  　 　  

外部顧客に対する

営業収益
1,718 1,960 3,679 117 3,796 － 3,796

セグメント間の営業収益

又は振替高
0 51 51 － 51 △51 －

計 1,719 2,011 3,730 117 3,848 △51 3,796

セグメント利益

又はセグメント損失（△）

　

109 715 824 △5 818 △402 416

　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ボウリング場の運営事業であ

ります。

２．セグメント利益の調整額△402百万円は、各報告セグメントに配分しない全社費用△402百万円でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）　

　物流事業において、固定資産について減損損失を計上いたしました。この結果、第２四半期連結累計期間での物

流事業の資産の減少は６百万円となっております。

　不動産事業において、固定資産について減損損失を計上いたしました。この結果、第２四半期連結累計期間での

不動産事業の資産の減少は166百万円となっております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
7円55銭 △16円65銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
120 △265

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（百万円）
120 △265

普通株式の期中平均株式数（株） 15,958,488 15,958,420

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

平成24年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額…………………………143百万円

（ロ）１株あたりの金額………………………………………９円00銭　

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成24年12月10日　

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主もしくは登録株式質権者に対し、支払いを行い

ます。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

イヌイ倉庫株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 武内　清信　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上倉　要介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイヌイ倉庫株式会

社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平

成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イヌイ倉庫株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはⅩＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

 

EDINET提出書類

イヌイ倉庫株式会社(E04288)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

